
調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

大分市

考察

●県庁所在地である大分市は、20代～50代の男性の来訪が比較的多いことなどからビジネス客が多く、エリア間の結びつきを見ても、県内全域

への移動が見られ、宿泊日数も比較的長いことなどから各市町村への移動の拠点となっていることがうかがえる。

●一方、SNSの投稿では観光に関する投稿は少なく、SNS上では市内観光に関する新たな情報発信があまりされていないなどの課題も見える。

●ビジネス客や旅の拠点として利用している滞在者に向けて、市内での更なる観光体験や魅力を積極的に発信することも効果的だと考えられる。

●また、県外客の66%が日帰りという点においては、旅の目的となっているスポットや体験と宿泊施設との連携したプランの造成などにより、更なる

宿泊率の向上や消費拡大に繋げられる可能性が考えられる。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

別府市

考察

●別府八湯を有し、全国的にも有名な観光地である別府市は、比較的女性の滞在者が多いことなどから温泉や美容体験を求めるニーズがう

かがえる。

●宿泊率をみると、県外在住者の宿泊率は大分県全域と比べて高いが、宿泊日数は県内・外客いずれも大分県全域と比べて短くなっている。

宿泊施設も多いエリアであり、県外客で63%となる日帰り客を宿泊に繋げるためにも、目的となっているスポットや体験と宿泊施設との連携した

プラン造成などにより、更なる宿泊率向上、滞在時間の延長が期待できるのではないか。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

日出町

考察

●日出町は、ハーモニーランドなどの観光施設を有する事などから比較的若年層・子育て世代の来訪者が多いと考えられる。

また、県外の来訪者では、福岡県以外にも兵庫県・佐賀県からの来訪者が上位に入っているのが特徴的である。

●隣接する別府市への移動が圧倒的に多いため、別府市や大分市の宿泊施設や観光施設へのパンフレット設置や、連携したプロモーションな

ど、別府市・大分市の来訪者をターゲットとした滞在プランとして選択肢となるような施策が有効だと考えられる。

●また、宿泊率が県全域と比べても低いことなどから、体験プログラム×宿泊施設の連携したプラン造成などにより、宿泊や消費拡大に繋がる可

能性が考えられる。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

由布市

考察

●県外客からも人気の高い宿泊エリアであるが、県外客でも日帰り率が64%となっており、日帰り客の目的となっているスポットや体験プログラム

と宿泊施設との連携したプラン造成などにより、更なる宿泊率向上、滞在時間の延長が期待できるのではないか。

●SNSの投稿状況を見ると、金鱗湖や湯の坪街道、狭霧台など観光スポットの投稿が多くみられた。しかし、人気の観光エリアや駅などの投稿

に偏って多くなっているため、市内様々なエリアを利用したSNS投稿キャンペーンなどを行うことにより、より多くの情報発信や、来訪者の一か所集

中を防ぐことにもつながる可能性がある。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

九重町

考察

●特に夏～秋にかけての時期に来訪者が集中して多くなっており、県外客に関しては、福岡県以外にも熊本・長崎からの来訪も多い。

●スキー場など、冬のコンテンツを利用したプロモーションを強化することにより、冬季の来訪客の増加や宿泊率の向上にもつながると考えられる。

●温泉地を有し宿泊施設も多いエリアでありながら、日帰り率が県外客で72%となっていることから、目的となるスポットや体験プログラムと宿泊

施設との連携したプラン造成などにより、更なる宿泊率向上、滞在時間の延長が期待できるのではないか。

●由布市、日田市、玖珠町との周遊が多くみられ、「ユフココクスヒタ」としての連携したプロモーションやコンテンツの造成などの成果が見受けられ

る。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

竹田市

考察

●竹田市は、特に夏～秋にかけての時期に来訪者が集中して多くなっており、発地別としては大分県全域と比較して、福岡県以外にも熊本県

や宮崎県からの来訪者も多いのが特徴的である。また、愛媛県からの来訪者も上位に入っており、臼杵市との周遊も多いことなどから、フェリーを

利用した来訪者も一定数いると考えられる。

●温泉地を有し、宿泊施設も多いエリアではあるが、日帰り率が県外客でも72%と高くなっている。例えば宿泊施設と連携し、広大な自然を利

用した早朝・夜間の体験プログラムなどを造成することにより、宿泊率や滞在消費額の向上にも繋がる可能性がある。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

豊後大野市

考察

●豊後大野市は、比較的高年代の男性の来訪者が多く、若年層の顧客獲得に課題が見える。

●県外客では宮崎からの来訪が特に多く、県内の周遊状況としては、大分市、竹田市への移動が多いが、特に県外居住者においては、臼杵

市への移動も一定数見られる。

●宿泊施設が比較的少ないことなどから宿泊率・宿泊日数低くなっているが、隣接している大分市や竹田市との周遊も多いことなどから、日帰り

でも消費を促すコンテンツの拡充などにより滞在者の満足度向上、消費額の向上につながるのではないか。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

中津市

考察

●中津市は、隣接している福岡県からの来訪が圧倒的に多い。また、山口県からの来訪者も多く、山口、広島などの中国エリアへ向けたプロモー

ションも有効ではないかと考えられる。

●中津市の滞在者数は年間を通して大分県全域と大きく傾向は変わらず、宿泊日数も比較的長い。地域の特性上、ビジネス客の来訪も多いと

考えられるため、ビジネス客や、その家族をターゲットとした滞在コンテンツの造成やプロモーションなどにより、滞在消費額の向上や宿泊率の増加に

繋げられるのではないか。

●県内周遊先としては、隣接している宇佐市が特に多い。例えば両市で連携したからあげクーポンなどの造成により、更なる周遊促進や、来訪者

の満足度向上につながる可能性がある。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

日田市

考察

●日田市は、隣接する福岡県からの来訪者が圧倒的に多く、大分県内在住者よりも県外在住者の来訪が多いのが特徴的であり、特に高齢

層の来訪が多い傾向にある。

●天ヶ瀬・日田温泉など宿泊施設も多いエリアであるが、日帰り率が県外客でも70%と多くなっており、日帰り客の目的となっているスポットや体

験プログラムと宿泊施設との連携したプラン造成などにより、更なる宿泊率向上、滞在時間の延長が期待できるのではないか。

●大分市・福岡市両市の中間地点に位置しており、いずれの県からもリピーターの獲得に繋がりやすいため、リピーター客への定期的な情報発

信や滞在コンテンツを充実させることなどにより、更なる地域のファン獲得に繋がると考えられる。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

玖珠町

考察

●玖珠町への県外来訪者の属性をみると、特に20代～40代の男性が多く、福岡・熊本をはじめとした九州全域からの来訪者が多い。

●豊後森機関庫や切株山など、列車好きや写真好き等のターゲット層にも響くコンテンツが豊富な事から、特定の趣味を持つ層への直接的な

情報発信方法も有効ではないかと考えられる。

●一方で、宿泊施設が少ないことなどから宿泊率や滞在時間が少なく、消費額の向上が難しいなどの課題があるが、新規ホテルの参入により宿

泊施設と連携した情報発信や滞在プログラムの造成などの消費を生む仕組み作りにより、町内での消費額拡大につながる可能性がある。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

豊後高田市

考察

●豊後高田市の県外滞在者の割合をみると、大分県全域と比較しても福岡県からの来訪が特に多い。また、8月・12月・1月の来訪が多く

なっている。●SNSの投稿施設ランキングでは真玉海岸や長崎鼻が上位に入っていることなどから、福岡県からの海水浴やキャンプを目的とした

来訪者が多いと推測できる。

●女性来訪者の割合も多いことなどから、昭和の町やそば打ち・自然体験など、女性やファミリーを対象とした体験プログラムや滞在コンテンツを

充実させることにより、更なる滞在時間の延長、宿泊率の向上につながると考えられる。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

杵築市

考察

●杵築市は、特に20代～40代の男性の来訪者が多く、発地別滞在者数割合ランキングには九州圏内のほか愛知県や大阪府、首都圏も

入っており、大分空港へのアクセスも良いことなどから、ビジネス客の来訪も多いと考えられる。

●県内での周遊状況を見ると、大分市や別府市、日出町、国東市などへの一定の移動が見受けられ、各拠点エリアへの来訪者の次なる訪問

先として選ばれているのではないかと考えられる。各拠点エリアや宿泊施設と連携した情報発信やプロモーションの強化などにより、更なる来訪者

の満足度向上や、消費額の向上につながる可能性がある。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

宇佐市

考察

●宇佐市は、特に30代～40代の子育て世代の女性の来訪者が多い傾向にある。また、県外来訪者の9割を福岡県からの来訪者が占めている。

●県内の周遊状況を見ると、特に中津市、豊後高田市への移動が多くなっており、大分市、別府市へも一定数移動している。

特に、隣接している中津市へは半数以上の来訪者が周遊しており、例えば両市で連携したプロモーションや周遊コンテンツの造成などにより、更なる周

遊促進や、来訪者の満足度に繋がる可能性がある。

●大分県全域と比較して、宿泊率は低いが、県外客の宿泊日数は長い傾向にある。コロナ後を見据え、グリーンツーリズムの更なる受入環境整備や

PR、宿泊施設と連携した滞在プログラムの造成など、ここでしか得られない体験をアピールすることにより、宿泊率、滞在満足度の向上に繋げられるの

ではないか。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

国東市

考察

●国東市滞在者の属性をみると、特に40代以降の中・高齢層の男性の割合が多い。また、県外滞在者は1月に来訪している割合が突出して

多い。また、山口県からの来訪者が上位に入っており、スオーナダフェリーを利用した誘客キャンペーンの効果ともみられる。

●空の玄関口である大分空港を有しており、飛行機利用の観光客やビジネス客の滞在を取り込むだけでなく、宇宙港を核とした誘客キャンペー

ンや、SDGsを意識したインバウンド向けの滞在コンテンツの造成など、国東の資源を活かした施策を検討するのも有効であると考えられる。



出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

姫島村
調査期間：2020年4月～2021年3月：令

考察

●姫島村は、県外在住者の滞在データが得られなかったが、県内在住者の来訪は8月、12月、2月に特に多い傾向となっている。

●県内の周遊状況としては、玄関口となる国東市が圧倒的に多いが、中津市や豊後高田市、大分市、別府市、宇佐市にも一定の移動が見

られる。

●SNSの投稿を見ると島全体の見どころに関する投稿が見られる。島全体も数時間で周遊できることなどから、例えば島全体を舞台にした宝探

しや謎解きゲームプログラムなどを造成し、通年でPRすることにより、大分県来訪者への新たな滞在プログラムの一つになりうるのではないか。

●まずは日帰りでの来訪者を増やしたうえで、徐々に宿泊に繋げていくのが有効かと考えられる。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

佐伯市

考察

●SNSの投稿を見ると、佐伯駅や秘境駅である宗太郎駅が上位に入っていることから、JRの観光列車等の誘客施策の効果が見られる。

●また、「道の駅」やよいがSNS投稿施設上位に入っていることや、宮崎県からの滞在者が多いこと、年間を通して12月・1月の県外滞在者の

来訪が多いことなどから、宮﨑や福岡などの近隣県から海産物などのお正月用食材の購入などを目的とした来訪者のニーズも一定数いるのでは

ないかと想定できる。

●宿泊率は県全域と比べて低いものの、宿泊日数は特に県外客は長い傾向にあり、佐伯市の特徴的な資源である新鮮な海産物や自然体

験等を活かし、たとえば早朝の漁師体験や星空ツアー等の造成・PRなどにより宿泊率・滞在満足度の更なる向上に繋がる可能性がある。

■佐伯市

■佐伯市



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

臼杵市

考察

●臼杵市への来訪者の属性をみると、特に40~50代の男性の割合が県全域と比較しても多い。

また、発地別ランキング上位に香川県や愛媛県が入っており、SNSの投稿施設にもフェリーターミナルが上位に入っていることなどから、フェリーでの来

訪者も一定数いるとみられる。

●県外来訪者数の割合は、「ふぐ割」キャンペーンの始まった時期とも重なる12月に多くなっている。

●県内の周遊状況としては、特に大分市への移動が多く、津久見市、佐伯市、豊後大野市へも一定数移動が見られる。

●例えばふぐやほんまもん野菜などの食文化を体験してもらう宿泊付のプログラム造成などにより、更なる宿泊率の向上や消費額の滞在向上に繋

げられるのではないかと考えられる。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（市町村毎）

津久見市

考察

●津久見市の滞在者属性をみると、男性の来訪者がどの年代においても比較的多い。また、特に県外滞在者に関しては9月・3月の来訪者が

多い。「津っぱく」や「桜祭り」の時期とも重なることから、イベント関連の誘客効果が大きいと思われる。

●一方、イベント開催時以外は特に県外滞在者の落ち込みも見られることから、常設プログラムとしての滞在コンテンツや誘客プログラムを造成

することにより、年間を通しての誘客に繋がる可能性がある。

●大分市や臼杵市、佐伯市との周遊が多くみられるが、例えば臼杵市への来訪が多い四国からの来訪者はあまり見られないため、関連の強い

近隣県への来訪者に向けた情報発信の強化も、誘客促進に効果が期待できるのではないか。


